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本研究では、H2雰囲気下にて 900oCで最大 720時間事前加熱後、中性子照射試験を実施したLi2TiO3 (Li/Ti=2.00) 

微小球 (QST 製) からのトリチウム放出挙動の観測を行った。また、酸溶解法を応用することで、微小球内の

残留トリチウム量の定量を行った。これらから、長期間加熱が与えるトリチウム放出挙動の変化を確認した。 
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1. 緒言 

核融合炉燃料サイクルの確立に向けて、トリチウム放出挙動の理解とブランケットトリチウムインベント

リ評価が必要である。過去これまでに様々なトリチウム増殖材に対するトリチウム放出挙動の観測とそのモ

デル化が進められてきた[1-3]。更に高い信頼性を得るには、原型炉で想定される様な高温長時間加熱環境で

のトリチウム放出特性の理解が必須である。 

2. 実験 

本研究では、QST製のLi2TiO3（Li/Ti = 2.00）微小球を用いた。試料を1000Pa H2/Ar流通下において、0, 72, 

240, 720時間900oC加熱保持した。この際、加熱に伴うLi蒸発量の定量と構造変化の有無を確認した。続いて、

京都大学研究用原子炉にて、熱中性子フルエンス約1.65×1015 cm-2で照射した。その後、試料を九州大学アイ

ソトープ総合センター伊都地区実験室にて、1000Pa H2/Arガスを流通させながら1000oCまで5oC/minで等速昇

温し、化学形を分けてトリチウム放出挙動を電離箱で観測した。最後に、加熱試料を酸性溶液（硝酸とフッ

酸の混酸）に浸し、200oCでマイクロ波加熱することで、試料を酸溶解させてトリチウム残留量を定量した。 

3. 結果・考察 

全ての試料において、化学吸着水由来のトリチウム放出ピークが300oC付近に現れた。H2添加Arガスによる

パージを行っているにもかかわらず、非加熱及び72時間加熱試料についてのみ、1000oC付近でHTOのピーク

が現れた。240及び720時間加熱試料からは、加熱継続時間内には同様のHTOピークは確認されず、加熱時間

に伴いトリチウム放出量が減少する傾向がみられた。非加熱試料のトリチウム放出量で規格化した値を表1に

示す。これは、長期間高温加熱によるLi蒸発と微小球内部の構造変化により引き起こされたと考えられる。

また、全て加熱試料から残留トリチウムが検出され、特に240及び720時間加熱試料からは多く検出された。 

表1. 1000oC加熱と酸分解による各加熱試料からのトリチウム放出量 
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